











な資料館である。1989 年に開館し、「戦争と教育」をテーマに、第 2 次世界大戦末期の沖縄地上戦と戦
闘に巻きこまれた沖縄の学徒たちの犠牲についての資料展示をおこなっている。資料館の建物は、中庭を
とりかこむように 5 部屋の展示室から構成されている。資料館を訪れた際、「気分が悪い」という妻を資
料館の前にまたせて、わたしは第 1 展示室から第 3 展示室まで、展示の全体像だけでも把握しておこう
と、文字通り、するりと通りぬけた。あまり長時間、身重の妻をまたせるわけにもいかないという判断が
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、つま
り死者の視線を感じながら、生き残った者の証言を読ませる、という空間構成がもつ “ 意味 ” というもの
は、いかなるものなのだろうか。あの折、私が、いわくいいがたい感情にとらえられたのは、おそらくは、









第 1 章 　ひめゆり言説の誕生～記録文学の猖獗から 
沖縄地上戦は、アメリカ軍による沖縄本島への艦砲射撃がはじまった昭和 20 年 3 月 23 日から、沖縄
守備にあたった第 32 軍の、牛島満司令官（中将）以下の軍幹部が自決し、日本軍による組織的戦闘が終
結した同年 6 月 23 日までの 3 カ月間にわたって繰り広げられた戦闘をいう。戦後ひめゆり学徒隊と名づ
けられた、沖縄県師範学校女子部と沖縄県立第一高等女学校の女子学徒が動員されたのは 3 月 23 日、当
初は、南風原陸軍病院に配属された。戦況の悪化にともなって、学徒たちが配属された野戦病院も沖縄南
部、喜屋武半島への後退を余儀なくされ、現在、ひめゆり平和祈念資料館がある第 3 外科壕では、アメ
リカ軍の馬乗り攻撃をうけ、42 名の死者をだした。沖縄戦全体では、師範学校女子部から 157 名、県立
一高女から 65 名の、合計 222 名が従軍を命じられ、戦闘中に 123 名が戦死した 2）。米軍占領下の昭和





『沖縄の最後』で、昭和 22 年 11 月に公刊されている。この時点で、敗戦を記録した文学といえは、同年
6 月に「三田文学」に発表された、原民喜の「夏の花」が目立つ程度である。翌、昭和 23 年から 25 年
にかけて大流行する「記
ル ポ ル タ ー ジ ュ
録文学」に先立って出版された『沖縄の最後』は、まだ沖縄戦の詳細が本土によ






























昭和 23 年と昭和 24 年は、記録文学がもっとも猖獗をきわめた年であった。昭和 23 年 2 月には、大






















鶏通信」はそのひとつで、昭和 20 年 11 月の創刊以来、海外事情や海外文化の紹介誌として、チャーチ
ルとスターリンの論争や、トルーマンの演説を掲載したり、ホイットマンの詩を巻頭に掲げたり、江戸川
乱歩がアメリカの探偵小説紹介の連載をしたり、英文学特集に西脇順三郎と吉田健一が執筆したりと、硬
派な誌面づくりをしていたのだが、昭和 23 年 3 月の玉井禮子の原爆被爆記録を掲載してから、「イムパ

























第 2 章　 第 1 のテクスト：三瓶達司「ひめゆりの塔」 













































































のとおり、昭和 24 年 12 月の宮永次雄『沖縄俘虜記』のなかで、である。次に活字となったのは、昭和



























































年 5 月発行）に掲載した 14）。与那城版「ひめゆりの塔」は、現在 2 種のテクストを確認することができる。 
まずひとつは、与那城の著書『琉球エデンの国物語』（昭和 49 年初版）に掲載されているものである。




もうひとつのテクストとは、雑誌「主婦之友」昭和 24 年 10 月号に掲載された、岩原盛勝による「沖


































































































































「令女界」は、大正 11 年 4 月創刊の、いわゆる乙女雑誌である。読者投稿欄などを見てもあきらかだ
が、主な読者層は、10 代後半から 20 才になるころまでの女性であり、「ひまわり」などにも共通する、
いわゆる少女好みの題材、作品によって構成されていた 22）。石野の『ひめゆりの塔』は 10 代後半の女性
を主人公にした、尋常ならざる体験をえがく作品ということで、鳴り物入りで連載スタートした作品であ
った。端的にいってしまえば、読者の少女たちが、涙を流すための悲劇があらかじめ、期待されていたの

































ひめゆり学園において、生徒たちに、“ 十八里行軍 ” を強いるなど “ 他愛のない売名主義と体育主義と日
和見主義的軍国主義 ”24）を学園にほどこした人物としてえがかれていた。この「岡西校長」のモデルとな
った、西岡一義部長が、戦後東京学芸大学追分分校主事として健在であることを、讀賣新聞がスクープし
































































































































エ ル ゴ ン
貫性を希求する欲望と、記憶の多




















































球アジア社会文化研究第 4 号、2001） 
９）「「祖国の為に。」/ 彼女たちは純粋にこれを神事、日本のためにしぬことを、この上もない美しい感情と
して疑わなかった。」 三瓶達司『具志の青嶺――沖縄捕虜収容所の中から』（近代文藝社、1983）、216 頁 
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24）「令女界」昭和 24 年 10 月号、18 頁 






28）「座談会 ひめゆりの塔の下はく息は白く」（「婦人公論」昭和 28 年 2 月号）に、出席した水木洋子の
発言から。座談会の出席者は、監督の今井正、脚本家の水木洋子、主演の津島恵子、香川京子の 4 人。 
29）同上、232-3 頁 
30）同上、233 頁 






34）おなじ昭和 29 年の 8 月に、殉国美談の映画「花の白虎隊」が公開されていることは示唆にとむ。 
35）今井正が、脚本を同じ脚本をつかった理由については、「シネ・フロント」1982 年 7 月号、34-8 頁 
36）『仲宗根政善日記 ひめゆりと生きて』昭和 57 年 6 月 3 日付日記。300-2 頁（琉球新報社、2002） 
